
「
安
保
法
制
（
戦
争
法
）
反

対
・
９
条
守
れ
！
宇
都
宮
市
民

の
会
」
で
は
、
毎
月
19
日
東
武

北
口
（
オ
リ
オ
ン
通
り
入
口
）

に
お
い
て
、
宣
伝
行
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
月
の
宣
伝
行
動

に
は
、
共
産
党
や
社
民
党
、
新

婦
人
な
ど
か
ら
約
20
名
が
参
加
。

き
び
し
い
寒
さ
の
中
で
、
リ
レ
ー

ト
ー
ク
や
工
夫
を
凝
ら
し
た
宣

伝
と
「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
新
婦
人
の
み
な
さ

ん
は
、
マ
イ
ク
を
握
っ
た
人
と
、

参
加
者
で
「
安
倍
９
条
改
憲
！
」
、

「
い
や
で
す
！
」
と
い
っ
た
掛

け
合
い
で
ア
ピ
ー
ル
。
学
校
帰

り
の
高
校
生
や
仕
事
帰
り
の
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
注
目
を
集

め
て
い
ま
し
た
。

荒
川
・
福
田
両
市
議
も
マ
イ

ク
を
握
り
「
３
０
０
０
万
人
署

名
」
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

１
月
20
日
、
９
条
の
会
栃
木

は
宇
都
宮
市
内
で
、
第
13
回
総

会
を
開
催
、
２
０
１
８
年
度
の

活
動
方
針
や
新
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

活
動
方
針
で
は
、
「
安
倍
政

権
が
日
本
会
議
の
発
案
に
な
る

新
９
条
改
憲
案
を
２
０
１
７
年

５
月
３
日
に
公
表
し
た
あ
と
、

自
民
党
が
結
党
以
来
は
じ
め
て

正
式
に
９
条
改
憲
を
公
約
に
か

か
げ
て
10
月
の
総
選
挙
に
勝
ち
、

（
中
略
）
改
憲
勢
力
は
衆
院
の

５
分
の
４
近
く
を
占
め
る
に
至
っ

た
。
」
と
指
摘
。
「
県
民
ネ
ッ

ト
を
核
に
、
連
携
の
幅
を
さ
ら

に
広
げ
２
０
１
８
年
に
力
を
集

中
す
る
こ
と
が
新
９
条
改
憲
を

阻
む
た
め
の
欠
か
せ
な
い
前
提
」

と
強
調
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
３
０
０
０
万

人
署
名
の
拡
大
、
小
規
模
な
勉

強
会
の
開
催
、
憲
法
ビ
ラ
の
配

布
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

後
半
は
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
ち
ぎ
共
同
代
表
の
石
川
裕

一
郎
氏
（
聖
学
院
大
学
政
治
経

済
学
部
教
授
）
が
、
「
貧
困
の

克
服
と
憲
法
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
、
講
演
。
増
え
る
防
衛
費
、

減
る
社
会
保
障
費
や
日
本
国
憲

法
が
謳
う
人
権
尊
重
と
平
和
主

義
が
表
裏
一
体
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま

し
た
。

戦
争
を
す
る
国
づ
く
り
ス
ト
ッ

プ
！
憲
法
を
守
り
・
い
か
す
共

同
セ
ン
タ
ー
と
ち
ぎ
が
、
１
月

21
日
午
後
、
３
０
０
０
万
人
署

名
を
進
め
る
た
め
の
学
習
交
流

集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

憲
法
を
め
ぐ
る
情
勢
で
、
長

尾
氏
は
「
『
２
０
２
０
年
を
新

し
い
憲
法
を
施
行
す
る
年
に
し

た
い
』
と
の
安
倍
改
憲
発
言
か

ら
始
ま
っ
た
」
と
述
べ
「
憲
法

を
め
ぐ
る
せ
め
ぎ
合
い

２
０

１
８
年
が
正
念
場
」
と
強
調
し

ま
し
た
。
ま
た
、
時
事
通
信
の

世
論
調
査
を
紹
介
し
、
「
改
憲

発
議
を
２
０
１
８
年
の
通
常
国

会
で
行
う
べ
き
か
と
の
問
い
に
、

賛
成
は
、
20
．
９
％
、
改
憲
を

急
ぐ
こ
と
に
反
対
51
．
３
％
、

そ
も
そ
も
改
憲
に
反
対
17
．
１

％
で
あ
り
、
国
民
は
改
憲
を
望

ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
「
一
番
大
切
な
の
は
、

発
議
さ
せ
な
い
こ
と
！
だ
か
ら
、

発
議
で
き
な
い
圧
倒
的
な
世
論

を
つ
く
る
こ
と
が
カ
ギ
」
と
強

調
し
、
３
０
０
０
万
人
署
名
の

意
義
を
訴
え
ま
し
た
。
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「
安
倍
９
条
改
憲
！
」

「
い
や
で
す
！
」

掛
け
合
い
に

道
行
く
人
も
注
目

九
条
の
会

栃
木
が
総
会

「
安
倍
政
権
に

新
９
条
改
憲
の

発
議
を
さ
せ
な
い
」
こ
と
が

当
面
の
最
大
の
課
題

「
３
０
０
０
万
人
署
名
」

目
標
達
成
で
、

改
憲
発
議
を
ス
ト
ッ
プ
！

学
習
交
流
集
会

活動方針等の報告をする田中徹歩事務局長

国
民
４
人
に
１
人
の
署
名

を
集
め
よ
う
と
い
う
壮
大
な

国
民
運
動
で
す
。
１
０
０
筆

チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
呼
び
か

け
人
を
募
集
中
で
す
。

＊
署
名
用
紙
は
市
議
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

「

安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！

憲
法
を
生
か
す
全
国
統
一

署
名
（
３
０
０
０
万
人
署
名
）
」

に
ご
協
力
を
！

全
労
連
副
議
長

長
尾
ゆ
り
さ
ん
が
講
演

講演をする長尾ゆりさん

東武北口で訴えを行う右端荒川市議、左端福田市議

署名を呼びかける新婦人の皆さん



宇
都
宮
市
生
活
と
健
康
を
守

る
会
は
、
１
月
14
日
「
新
春
の

つ
ど
い
」
を
開
き
ま
し
た
。

清
水
美
代
子
会
長
は
「
私
た

ち
の
生
活
実
態
と
生
の
声
を
つ

か
み
、
社
会
保
障
の
改
悪
を
許

さ
ぬ
運
動
を
今
年
も
一
歩
一
歩

積
み
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。

つ
ど
い
に
出
席
し
た
荒
川
つ

ね
お
市
議
、
天
谷
静
雄
医
師
、

野
村
せ
つ
子
県
議
も
挨
拶
し
ま

し
た
。

会
の
参
加
者
は
、
学
習
会
の

後
、
手
作
り
の
山
菜
お
こ
わ
と

鍋
な
ど
で
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら

和
や
か
に
交
流
し
ま
し
た
。

荒
川
議
員
が
講
師
の
学
習
会

の
メ
モ
は
次
の
通
り
で
す
。

①
党
市
議
員
団
の
２
０
１
８
年

度
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
の
要

望
書
か
ら

②
国
民
健
康
保
険
の
都
道
府
県

一
元
化
と
宇
都
宮
市
の
最
新
の

動
向
に
つ
い
て

③
介
護
保
険
を
め
ぐ
る
最
新
の

動
向
に
つ
い
て

①
社
会
問
題
と
な
っ
た
小
田
原

市
の
「
保
護
な
め
ん
な
よ
」
ジ
ャ

ン
パ
ー
問
題
を
ど
う
と
ら
え
る

か
㋑
利
用
者
（
保
護
受
給
者
）

を
蔑
視
す
る
表
現
：憲
法
25

条
に
定
め
ら
れ
た
生
存
権

の
根
幹
に
か
か
わ
る
問
題

㋺
利
用
者
の
人
権
・
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
へ
の
配
慮
の
不
足

と
守
秘
義
務
に
も
反
す
る

行
為

㋩
10

年
も
の
間
、
内
部
で
の

見
直
し
が
さ
れ
ず
受
け

継
が
れ
て
い
た
こ
と
。

②
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

㋑
職
員
の
質
の
担
保
。
そ
も

そ
も
、
社
会
福
祉
法
で
は

「
福
祉
事
務
所
に
は
社
会

福
祉
主
事
を
置
く
」
と
し

て
お
り
、
「
年
齢
は
20

歳

以
上
、
人
格
が
高
潔
で
、

思
慮
が
円
熟
し
、
社
会
福

祉
の
増
進
に
熱
意
が
あ
る

者
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

㋺
研
修
体
制
の
不
備

㋩
異
動
年
限
が
短
い

㋥
自
治
体
職
員
の
総
定
数
抑

制
と
い
う
国
の
方
針
の
も

と
生
活
保
護
の
職
員
数
が

都
市
部
を
中
心
に
足
り
て

い
な
い
と
指
摘
。

③
宇
都
宮
市
の
生
活
保
護
行
政

に
光
を
あ
て
る
と

㋑
生
活
保
護
受
給
者
、
申
請

者
な
ど
の
世
帯
別
等
の
経

年
状
況
表
を
示
し
、
生
活

保
護
の
し
お
り
の
チ
ェ
ッ

ク
や
申
請
主
義
・
保
護
決

定
の
法
定
期
限
な
ど
が
守

ら
れ
て
い
る
か
を
検
証
、

法
定
期
限
に
つ
い
て
は
申

請
受
理
後
14
日
以
内
の
決

定
が
88

％
、
30
日
以
内
が

１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る

こ
と
。

㋺
宇
都
宮
市
の
職
員
体
制
に

つ
い
て
は
、
社
会
福
祉
士

資
格
者
は
わ
ず
か
１
名
の

配
置
、
生
活
保
護
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
資
格
の
あ
る
社

会
福
祉
主
事
は
92
．
５
％
、

資
格
を
持
っ
て
い
な
い
法

律
違
反
は
６
名
・
7.5
％

㋩
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
経
験

年
数
は
、
３
年
未
満
が
81
．

３
％

㋥
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
一
人
当

た
り
担
当
世
帯
は
95
世
帯

で
標
準
世
帯
80
世
帯
を
15

世
帯
も
上
回
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
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雇用問題・多重債務・生活保護・年金・国保・住宅

道路・交通安全・その他なんでも・・・

◇日 時 ２月10日（土）

３月10日（土）

◇会 場 宇都宮市総合コミュニティセンター

◇連絡先 日 中 TEL632-2622（党市議員団控室）

土・日・夜間 TEL634-8722（党市委員会）

相談ご希望の方はできる限り事前にご連絡をお願いします。

秘密厳守します。弁護士が協力します。

午後２～４時

どころ

日
本
国
憲
法
25
条
に
規
定
さ

れ
て
い
る
生
存
権
の
保
障
を
確

立
す
べ
く
地
域
住
民
が
連
携
し

各
種
運
動
を
行
う
地
域
組
織
の

あ
る
全
国
の
会
。

生
健
会
＝

生
活
と
健
康
を

守
る
会
と
は

市生健会が新春のつどい

２
．
宇
都
宮
市
の

生
活
保
護
の

現
状
に
つ
い
て

荒
川
議
員
は
、
脆
弱
な
実
施

体
制
を
強
化
す
る
こ
と
抜
き
に

正
し
い
生
活
保
護
制
度
の
実
施

と
運
用
は
困
難
と
述
べ
ま
し
た
。

本
市
の
生
活
保
護
行
政
に

光
を
あ
て
て
み
る
と

学
習
会
の
質
疑
や
懇
談
の
中

で
宇
都
宮
生
健
会
の
今
後
の
果

た
す
役
割
の
大
き
さ
を
参
加
者

が
確
認
。
生
健
会
が
保
護
受
給

者
や
生
活
困
窮
者
に
対
し
て
、

ア
ン
テ
ナ
高
く
、
敷
居
を
低
く
、

市
民
の
駆
け
込
み
所
の
役
割
を

果
た
そ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

１
．
市
政
・
市
議
会
報
告

荒
川
議
員
は
、
目
に
は
見

え
な
い
ジ
ャ
ン
パ
ー
を
ま
と
っ

て
い
る
職
員
は
全
国
各
地
に

い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
。

生
活
保
護
実
施
体
制
の

改
善
と
強
化
を


